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　聖書には友情を表す言葉がありません。ΰブラ

イ人は、それを「契約を結ぶ」という言葉で表現

しました。「ヨナタンはダビデを自分自身のよう

に愛し、彼と契約を結び、着ていた上着を脱いで

与え、また自分の௡௵を剣、ݡ、ఝに至るまで与

えた」（サムエル上18:3－4）。こうして、ダビデ

とヨナタンの友情は結ばれました。

　このダビデとヨナタンの友情を記す美しい物語

は、サムエル記全体の流れからいえば、王位に関

わる問題として取りեわれています。ペリシテ人

との戦いにੳ利して宮೴に召し༴えられることに

なったダビデは、民衆の間でも、王の宮೴におい

ても、誰にも愛され、尊敬を集めましたが、その

ゆえに、サウル王はダビデに৑മし、फ़意をいだ

くようになりました。その結果、ダビデはサウル

のท害から൪れるため、宮೴をݲり、難民として

荒野を൪げまわらなければならなくなります。

　そのようなダビデに、ヨナタンが命を救うため

に彼の൪ཌに援助の手を差し૝べ、変わらない友

情を表したことを、この物語は伝えています。

　20章13～15節のヨナタンの言葉は、彼が次の

王位につくのが自然なのに、ダビデのためにそれ

を放ܤし、彼を助け、ダビデにより、自分とその

家の੿来を託そうとするものです。ヨナタンの名

には「主は与えた」という意味があります。ダビ

デに対する主の愛ࡺがヨナタンの友情を通して表

されます。

　新月祭の時に示すఠ度で、サウルが本当にダビ

デの命を஬っているか確かめるべく二人は行動し

ますが、ヨナタンはダビデに一つのことを要望し

ました。それは、ダビデが王位についた時、自分

と自分の子孫に対して、঴しみのఠ度を示してဳ

しいという要望です。それは、新しい王は古い王

家一族の฽ݙのٔを根絶やしにするため、残ݘな

仕打ちをもってႉむという風習を൩まえてのౚ願

でありました。二人の友情は、根ೲに契約が存在

します。ダビデはこの契約に誠実です（サムエル

下9章）。

　ヨナタンは、本来なら自分が来るべき王となる

はずなのに、ダビデこそ王にふさわしい人物と認

め、彼の঴しみに期待し、自分と自分の子孫の命

を預けています。ダビデこそ主の選びの器である

という信仰があったからです。ヨナタンは「ダビ

デを自分自身のように愛していたので」(17)、ダ

ビデにその命を預けます。命を預けるという行為

には、そのような信仰が必要です。ヨナタンは、「わ

たしとあなたが取り決めたこの事については、主

がとこしえにわたしとあなたの間におられる」

(23) と言って、それが決して෫り得ない取り決

めであることを強調しました。

　新月祭の時、限られた者だけがつくことが許さ

れる王の食సが用意されました。用意されたのは、

王サウル、王子ヨナタン、王の従߻೵で߳の長ア

ブネル、そしてダビデが座る四つだけです。しか

しその最後の୘にダビデはいません。ヨナタンか

らその理由を聞いたサウルは激ീし、ヨナタンを

激しく෭ുし、槍をൎげつけました。ヨナタンは、

父のఠ度を見て父が本当にダビデをफ़そうとして

いることを知り、ダビデにそのことを伝えます。

　二人は口づけし、共に激しくݧき、二人とその

子孫との間には、主が共におられることを確認し

て、断ಸの思いで別れます。激しく༴きあい、口

づけして、共にݧく、その姿は実に感動的です。

この後、二人は再会することなく別の道を歩みま

すが、とこしえにいます主が二人の間を取り持ち、

その友情を支え、離れ離れになっても、二人を強

く結びつけています。両者の間には、常に主が聖

なる橋のように結節点として存在しています。後

にサウルとヨナタンがギルボア山の戦いで戦死し

たとの報を受けたとき、ダビデは、ヨナタンの友

情を、「女の愛にまさるޥくべきあなたの愛」（サ

ムエル下1:26）と言って、Փ歌を歌っています。

	 （ು֔一ຳ）

※第25号（6月10日聖書研究）からの再掲載です。

	 7月17日	 「ダビデとヨナタン」	 聖書研究

	 テキスト	 サムエル記上　20章
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　ダビデはݴ人のゴリアトをുしてヒーローにな

りました。けれども、サウル王はこのためにダビ

デをമんで、௪み、そして、ダビデの命さえ஬う

ようになります。このことは、ダビデにはとても

ૹく๟しいことだったでしょう。

　しかし、このダビデを助けたのがサウル王の子

ヨナタンでした。ヨナタンとダビデは友だちに

なって、ダビデにこんな約௵をしました。「お父

さん、߯のことを本当にफ़そうとしているのかど

うか確かめてみよう。でも、もしお父さんが߯の

ことを௪んでफ़そうとしても、ぼくは߯のことを

守ってあげる」。ダビデはどんなにうれしかった

でしょう。こうしてダビデとヨナタンは、どんな

ことがあっても友だちでݳ続けることを約௵した

のです。

　翌日、ヨナタンはお父さんのサウルが、本当に

ダビデをफ़そうとしていることを知ります。そこ

で、ダビデが隠れている野原に行って、ݡ࿦で࿦

を放ちました。「άューン」（一本目）、「άューン」

（二本目）、「άューン」（२本目）。そして、家来

にその࿦をਚいに行かせて、大きな୊でލびまし

た。

　「࿦はもっと先だー」。これは、ダビデとヨナタ

ンの間だけでわかった暗号でした。「お父さんが

ダビデの命を஬っているから、൪げろ」という意

味でした。ダビデは൪げました。「ヨナタン、あ

りがとう！」心の中で感謝しながら……。

　こうしてダビデは、ヨナタンに守られ、無事に

サウルの手から൪げ、命を助けられました。ヨナ

タンはともだちを命がけで守りました。二人はこ

の先も色んなことがありましたけれども、ずっと

〈ともだち〉だったのです。

　〈ともだち〉がいるってすばらしいこと。〈とも

だち〉と一緒に遊ぶのも楽しいね。つらいことや

๟しいことがあっても、〈ともだち〉に励まされ

ることもあるよね。〈ともだち〉に悩みを聞いて

もらったりするとすごく安心します。ダビデとヨ

ナタンもそんな〈ともだち〉でした。

　でも一番、たいせつなことは、〈ともだち〉か

ら何かをしてもらうことではなくて、あなたが〈と

もだち〉に何をしてあげるかです。わたしたちは

どうしてか、いつも自分がしてもらうことばかり、

求めがちになります。でも、ほんとうの〈ともだ

ち〉は自分が、してもらうことばかりは求めませ

ん。目の前にいる〈ともだち〉がほんとうに、何

を必要としているのか、何をしてほしいと思って

いるかということにも、心を向けます。

　〈ともだち〉というと、みんなは「わたし」と「あ

の人」という1対1の関係のことばかりを思うか

もしれません。けれども、きょう、教会に集って

いるみんなに知ってဳしいことがあります。〈と

もだち〉の関係っていうのは、それだけじゃない

ということ。ではなんでしょうかȉ

　それは、「わたし」と「あの人」の間に、「神さ

ま」が入ってくださるということです。ダビデと

ヨナタンが、何があっても仲良しでݳ続けること

ができたのは、神さまに間に入ってもらっていた

からです。二人は神さまの前でともだちであるこ

	 7月17日	 「ダビデとヨナタン」	 説教展開例

	 テキスト	 	 サムエル記上　20章

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問4，65

ȐԨЫɁɀɜȗȑ

　ダビデとヨナタンの友情の物語である。子供たちにとっては最大の関心事のひとつである〈ともだち〉

がここでの主題となる。主イエスとの交わり、人と人との交わりの恵みを分かち合いたい。

「〈ともだち〉になろう」
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とを約௵しました。そして、神さまが支え続けて

くださったからほんとうの〈ともだち〉でݳ続け

ることができました。

　先生は、こどもの頃になかなか〈ともだち〉が

できずに悩んでいたことがあります。とっても、

さびしいなあȉ	と思っていました。自分だけの

け者にされているように思っていたこともありま

す。せっかく〈ともだち〉になっても、و࠶をし

て離ればなれになってしまったこともありまし

た。

　みんなの中にも、「ぼくには〈ともだち〉がい

ないなあ」、「わたしには〈ともだち〉がいないな

あ、さびしいなあ」という人もいるかもしれませ。

でも心配しないでください。大સຳですよ。イエ

スさまを信じて教会に集っているみんなにも必ず

〈ともだち〉ができます。

　先生も教会に来て〈ともだち〉できましたよ。

それは誰でしょうȉ　

　一番の〈ともだち〉はイエスさまです。

　イエスさまが〈ともだち〉っていうのはおかし

いかなȉ	イエスさまは神さまであっても、〈とも

だち〉ではないと思うかもしれません。

　でも、イエスさまは〈ともだち〉になってくだ

さったのです。ほんとうの〈ともだち〉です。ぼ

くたちを命がけで守ってくださる、そんな〈とも

だち〉。ちょうど、ヨナタンがダビデを守ったよ

うな〈ともだち〉です。イエスさまはどんな時も、

わたしたちと一緒にいてくださる〈ともだち〉で

す。このイエスさまを知って本当によかったと

思っています。そして、イエスさまは、みんなに

「〈ともだち〉になろうよ」と言っておられるので

すよ。とてもすばらしいことですね。

　教会でできた〈ともだち〉もいます。教会の〈と

もだち〉は特別、たいせつな人です。神さまを信

じている〈ともだち〉。みんなも教会に来ている

と教会できっと〈ともだち〉ができますよ。この

教会だけではなく、中会の他の教会に〈ともだち〉

が見つかるかもしれませんね。ダビデとヨナタン

のような〈ともだち〉がわたしたちにもできます

ように。

　今は、すごく〈ともだち〉ができずにさびしい

なあ、そんな৺しい思いをしている人たちが、た

くさんいるように思います。みんなの周りにもそ

んな人がいるかもしれません。大人の人たちにも

たくさんいます。その人たちのためにもお祈りし

ましょう。ひとりでも多くの人たちにイエスさま

のことを知ってဳしいです。	 （橋谷英徳）

	Ȭ今週の暗唱聖句ȭ	 サムエル記上	20章42節

わたしとあなたの間にも、わたしの子孫とあなたの子孫の間にも、主がとこしえにおられる。
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	 7月17日	 「ダビデとヨナタン」	 幼稚科

Ȅɀɜȗȅ

　神様に信頼して歩んでゆくときに、神様は素晴

らしい友だちを与えて、ぼくたち私たちを助けて

くださいます。今日はダビデとヨナタンの友情物

語から、お友だちの大切さについて、御言葉に聴

きたいと思います。

Ȅࠕᩒ΍ȅ

　みんな、お友だちがいるかなȉ	どうだろうか、

本当に大切なお友だちをもっているかな（しばら

く考えさせる）。

　ダビデは、ゴリアトをുして、一࿬イスラエル

のヒーローとなりました。多くの人たちが、ダビ

デの周りに寄って来ました。そして、ダビデをほ

めたたえました。

　「女たちは楽をுし、歌い交わした。『サウルは

千を൦ち／ダビデは万を൦った。』」（18:7）。

　女たちが歌い交わしたこの言葉が、サウルの心

をੱつけました。そして、サウルはダビデのこと

がきらいになって、ダビデのことを௪むようにな

りました。そして、ダビデの命さえ஬うようになっ

てしまったのです。ダビデはサウルに対して何も

していません。でも、一方的に命をつけ஬われて

いくようになってしまったのです。このことは、

ダビデにとって、どんなにかૹいことであったで

しょうか。

　その間に立ったのが、サウルの息子ヨナタンで

した。自分のお父さんが、自分の心からの友だち

の命をつけ஬っているのです。このことは、ダビ

デをૹくしただけではなくて、自分のお父さんと

友だちの間に立つヨナタンを苦しめました。そし

て、ヨナタンは、お父さんがダビデを本当にफ़そ

うとしているのを知るのです。

　ヨナタンは、ダビデが隠れている野で、ݡ࿦を

ৣることにしました。これは暗号でした。२本の

࿦をৣるのです。そして、それがダビデが隠れて

いる所よりも、もっと先に落ちれば、それは、サ

ウルがダビデをफ़そうとしているという暗号でし

た（37）。ヨナタンはダビデに൪げろ ""	と୊を

かけました。

　「従者が帰って行くと、ダビデは南௰から出て

来て地にひれ໖し、२度礼をした。彼らは互いに

口づけし、共にݧいた。ダビデはいっそう激しく

。いた」（41）ݧ

　こうしてダビデは、ヨナタンの温かい愛の心に

よって、サウルの手から守られました。

　「ヨナタンは、ダビデを自分自身のように愛し

ていたので、更にその愛のゆえに彼に誓わせて」

（17）と聖書は言っています。ヨナタンはダビデ

のことを自分のことのように愛していたので、お

父さんとの板ޖみの中でも、ダビデを心から助け

ることができました。

　神様は、ぼくたち私たち一人ひとりにも、素晴

らしいお友だちを与えてくださいます。そして、

折りにかなった助けを与えてくださるのです ""

Ȅȝᇏɝȅ

　天の父なる神様。ぼくたち私たちにも、素晴ら

しいお友だちを与えてくださって、心から感謝を

いたします。主イエス・キリスト御名によってお

祈りします。アーメン。
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	 7月17日	 「ダビデとヨナタン」	 小学科下級

Ȅɀɜȗȅ

　友情、信仰のきずなに結ばれた友だちが与えら

れることを求めよう。

Ȅࠕᩒ΍ȅ

　ဧবいのダビデはサウル王の家来になりまし

た。彼は主をおそれ、౐޹がうまく、また、ペリ

シテ߳のݴ人ゴリアトをുすほど強く勇ましい若

者でした。サウル王の子供ヨナタンとダビデは親

友になり、ヨナタンは上等な王子の上着や武器な

どを与え、自分の命のようにダビデを愛しました。

ところが、ダビデが戦いで手໻をたて、だんだん

有名になってくると、サウル王はダビデを௪むよ

うになったのです。サウル王は何度もダビデをफ़

そうとし、ついに槍をൎげつけました。ヨナタン

は夜中にダビデを遠い荒野に൪がしてあげまし

た。

　ダビデはサウル王の追୥を൪れて、荒野をさま

よいましたが、主を信じ、サウル王を少しもंみ

ませんでした。

　その後、サウル王とヨナタンはペリシテ߳との

戦いで戦死してしまいました。ダビデの๟しみは

どれほどのものだったでしょう、親友がཌくなっ

てしまったのです。

　わたしたちもさまざまな出会いと別れを経験し

ます。大好きなペットとの別れ、仲良くなったお

友だちの֨越し、それらすべては神様のご計画で

す。心から信頼できるお友だち、同じ信仰を持っ

たお友だちも神様が与えてくださいます。

　それにもまして、わたしたちの人生の最後まで、

ずっと変わらずにお友だちでいてくださるお方は

イエス様です。イエス様はわたしたちが神の国に

入るまで導いてくださいます。

Ȅȝᇏɝȅ

　神様。わたしたちに日曜学校のお友だちを与え

てくださり感謝します。また、イエス様がわたし

たちの友だちとなり、わたしたちを救ってくださ

ることを感謝します。アーメン。

Ȅɗȶȹɒɛșȅ

ǲͽȶȹɒɛș

　用意するもの……画用紙、色マジックか色؀筆、ハサミ

　作り方

　　①画用紙をळ長く切る。

　　②切った紙を半分に折り、またそれを半分に折る。

　　　（これは自由に何等分してもよい）

　　③「手」になるところがつながるように人のႊڜをຝき、

　　　ハサミで切る。

　　④大切なお友だち、教会のお友だちなどを思い浮かべて、

　　　顔をຝいたり色ഭりをする。

　　ə一人のお友だちと自分の場合は、半分に折ればいいね！

　　　ຝきたい人の人数にあわせて折る数を考えよう。
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	 7月17日	 「ダビデとヨナタン」	 小学科上級

Ȅɀɜȗȅ

　ダビデとヨナタンはともに神様を心から信頼

し、信じていた。だから二人の友情の根ೲには愛

と憐れみと恵みに富みたもう神がいつもおられ

た。そのような二人は離ればなれになっても、ど

んな状ޙ下にあってもその友情は温かく強くࡥく

結ばれていて崩壊することはない。

Ȅࠕᩒ΍ȅ

　皆には友達がいるでしょう。その友達とはどの

ような関係でしょう。テレビで見た物語を話し

合ったり、読んだ本の内容を話したり、ふだん思っ

ていることを語り合ったり、楽しく遊んだり、時

にはけんかをしたり、助け合ったりしていること

でしょう。

　そんな友達がいることは毎日の生活を楽しくす

るし、学校へ行くのも楽しくなるし、とても有意

義なことですよね。

　今日はダビデとヨナタンの美しい友情のお話を

しましょう。

　少年であったダビデはイスラエルと͔リシテ人

との戦いに於いて、命をかけて戦いました。そし

て、無ഌと言われた͔リシテ人のݴ人ゴリアトを

୞をൎげてുし、イスラエルに大ੳ利をもたらし

ました。このੳ利の背後には神様の力が働いてい

ることはདྷれてはなりませんが、その結果、ダビ

デはサウル王の宮೴につかえるようになり、そこ

でヨナタンと੝めて知り合ったのです。

　イスラエルにੳ利をもたらす働きをしたダビデ

は国民の間に大いに尊敬され、サウル王よりも人

気がありました。サウル王はそのことでダビデに

৑മし、彼をफ़害しようと計画します。そのこと

をサウル王の息子であるヨナタンは知り、自分が

父サウル王にとりなすことをダビデに約௵しま

す。

　ここでサウル王、ヨナタン、ダビデの関係を見

てみると、ダビデは神様によってサウル王の次の

王様になることを告げられています。サウル王は

自分の次の王は当然息子のヨナタンに継がそうと

考えていたことでしょう。何࡬なら古代において

は、新しい王は古い王家一族の฽ݙのٔを根絶や

しにするために残ݘな仕打ちをするという風習が

あったからです。そうなると、もしダビデがサウ

ルの次の王となれば、サウル王一族は皆फ़しにさ

れると、サウル王は思っていたのです。

　しかし、ヨナタンはダビデを王にふさわしい人、

神様が王に選ばれる人物であると認め、ダビデを

自分自身のように愛していました。そしてダビデ

が王位にਖいたとき、自分と自分の子孫に঴しみ

のఠ度でႉんでほしいと要望します。ヨナタンに

しっかりした信仰がなければこのようには考えな

かったでしょう。

　ダビデはこの要望を受け入れ、誠実に実行して

いきます。ヨナタンとダビデとの友情には神様の

恵み深い愛がお互いの思いや行為を通して表わさ

れています。

　サウル王のダビデに対するफ़意が明確になった

とき、二人はともに激しくݧき、二人とその子孫

との間には神様が共におられることを確認し、断

ಸの思いで別れ、ダビデは一人で൪ཌ生活を送る

ことになります。その後、二人は再会することな

く、別々の道を歩みますが、神様は、二人が離れ

ていてもその友情を支え、強く結び付けられます。

　後にサウルとヨナタンは͔リシテ人との戦いで

戦死しますが、ダビデはサウルとヨナタンを含む

२人の息子の֒体を丁重に火௞に付しました。

Ȅᇏɝȅ

　神様。今子供たちの間で、いじめやࡧ立化が多

くなっていると聞いています。どうか子供たち一

人ひとりに神様のお導きによって信仰を与えてく

ださり、お互いに信じあえる友達をたくさん与え

られ、ダビデとヨナタンのような友情を持ってみ

んなで仲良くしていくことが出来るようにしてく

ださい。
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	 7月17日	 「ダビデとヨナタン」	 中学科

　対話の手ڥかりとして……。

①信仰の友が与えられることは、神さまから与え

られる大きな恵みのひとつです。信仰生活は、

決して自分ひとりで築き上げていくことはでき

ません。教会共同体に代表されるように、信仰

にある家族や友人が必要です。私もౣいなりに

信仰生活を૦り返ってみるとき、多くの߻೵ঈ

ཽの支えや祈りがあったことに感謝していま

す。自分が気落ちしている時には、周りの仲間

が自分に代わって神さまをॷ美してくれまし

た。その歌୊や祈りに、巻き込まれる中で、౲々

と病んだऌがいやされる経験をしました。

②ダビデとヨナタンの友情物語の背後には、ダビ

デに対するサウル王の௪しみ、മみがありまし

た。ダビデの活࿬をよく思わないサウルは、ダ

ビデの命を్いたいと思うほどのമみを持って

いたのです（サムエル下19:9－11）。ダビデは

サウルのफ़意を恐れ、൪ཌ生活の苦しみの中に

ありました。ダビデが、生死の境目をᏇᏓって

いた時に、彼を支えたのがサウルの息子ヨナタ

ンでした。苦難や試練に陥っている時、信仰の

友が与えられているというのは、ダビデだけで

はなく、私たちにとっても大事なことです。生

死を分けると言っても、過言ではありません。

③私たちは、何をもって自分の友だちを「友」と

呼ぶのでしょうか。ਇ味や性格が合うから友だ

ちなのでしょうか。もちろんそれらは大事なこ

とだと思います。でも、考えてほしいのは、友

だち関係が上手くいかなくなることもよくある

ということなのです。友だち関係だけではなく、

あらゆる人間関係において言えることですが、

いったん、互いの関係にひびが生じると、修໘

することが困難になります。「私たちは友だち

だから、家族だから大સຳ！」という理由では

どうすることもできません。友情の拠り所が、

もし人間の中にあるとするならば、それは極め

て危ういものになってしまいます。

④では、ダビデとヨナタンの場合は、何がふたり

を結び合わせていたのでしょうか。23節には、

「わたしとあなたが取り決めたこの事について

は、主がとこしえにわたしとあなたの間におら

れる」とあります。42節には「主がとこしえ

におられる、と主の名によって誓い合った」と

あります。ふたりの友情を結び合わせていたも

のは自分たちではなく、神さまが共にいてくだ

さるという恵みです。自分たちの決意の強さに

よってではなく、主が私たちたちを守ってくだ

さるという信頼がふたりの中にあったのです。

⑤主イエスも、೵子たちのことを「わたしはあな

たがたを友と呼ぶ」（ヨハネ15:5）とおっしゃっ

てくださいました。ダビデとヨナタンの友情は

（16節では「契約」と呼ぶ）、主イエスと私た

ちの間でも結ばれました。神さまは、私たちの

友となってくださるために、御子イエスをおࡍ

わしになり、主はご自身の命を十字架でささげ

てくださいました。十字架の愛が、神さまと私

たちの間に、まことの友情を造り出したのです。

そして、キリストの友である私たちは、誰かの

友になること、「互いに愛し合うこと」へと召

されています（ヨハネ15:12）。

⑥信仰の友といえども、意見の違いがあり、時に

は௪しみさえ生まれることがあります。罪深い

自分の६めさに失望することもあるでしょう。

信仰生活なんてどうせᣞႡ事だ、ダビデとヨナ

タンの美しい友情なんて、私たちの間にはない

関係のない話だと、思ってしまうこともあるか

もしれません。しかしその時にこそ、思い起こ

しましょう！	まことの友である、キリストの

十字架の愛を！


